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佐川前国税庁長官・証人喚問関連 モニター報告        

～放送を語る会・大阪～ 

放送局 

    フジテレビ 

番組名 

   ＴＨＥ ＮＥＷＳ α 

 

放送日時  

       2018 年 3 月 27 日（ 火 ）  23：45 ～ 24：30    

 

番組中の証人喚問関連項目と放送時間 

 ①サッカー 日本 vsウクライナ 戦評（6’45”） 

 ②佐川証人喚問・改ざんの核心語らず（3’25”） 

出演者名：司会・キャスター・コメンテーター・ゲスト（肩書き） 

 椿原慶子（キャスター）、角谷浩一（政治ジャーナリスト） 

  

番組内容    

映像：ST・VTR・中継（配分時間） 音声：発言者・発言要旨 

●スタジオ 椿原 

 

●ＶＴＲ  佐川証人 

 

 

 

 

 

佐川証人 

 

 

 

丸川（自民） 

       佐川証人 

丸川（自民） 

       佐川証人 

 

 

 

小池（共産） 

 

佐川証人 

 

小池（共産） 

 

 

 

椿原）注目の証人喚問。真相は語られなかった。 

 

「刑事訴追の可能性がありますので」 

「刑事訴追の恐れがありますので答弁を控えさせていただきたいというふう

に申し上げておきたい」 

Ｎ）刑事訴追の可能性を盾に証言を拒むこと実に２７回。 

４時間を超える証人喚問で、佐川前国税庁長官は何を語り、何を語らなかった

のか。 

「責任はひとえに私にございます。 

深くおわび申し上げたいと思います。申し訳ありませんでした。 

Ｎ）証人喚問の冒頭で、財務省の決裁文書改ざんについて謝罪した佐川氏。 

誰が改ざんを指示したのかについて。 

「佐川さん、理財局に対し安倍総理からの指示はありませんでしたね？」 

「ございませんでした」 

「安倍総理夫人からの指示もありませんでしたね？」 

「ございませんでした。理財局の中だけでやった話でございます」 

Ｎ）安倍総理大臣や昭恵夫人、麻生財務大臣の関与は明確に否定。 

改ざんは理財局の中だけで行われたと強調した。 

一方で・・・ 

「証人はどういう印象を・・どう受け止めたんですか？ 

安倍昭恵さんの名前が何度も出てくるということについて」 

「それは私自身がその書き換えられた決裁文書をいつ認識したのかと 

いう問題そのものでございますので、答弁は控えさせていただきたい」 

「これでは証人喚問の意味が全くありません。これ以上聞いたって意味 

ないですよ」 

Ｎ）問題の核心部分については一貫して証言を拒み、真相を明らかに 

しなかった。 
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丸山（維新） 

 

佐川証人 

 

 

二階幹事長（自民） 

 

 

 

角谷浩一 

（政治ジャーナリスト） 

 

 

 

 

 

●スタジオ  椿原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「国民が知りたい真相、これに対して解明できたと御自身はお考えになって

るのか？」 

「それは先ほどから委員の方々からお叱りを受けておりますので、満足 

できていないんだろうと思う」 

Ｎ）与党からは・・ 

「総理をはじめ、政治家がこれにどういう関わり合いを持っておったか。 

これは一つの焦点であったと思いますが、幸いにしてなかったということが

明白になった」 

Ｎ）今後について専門家は・・・ 

「同じことを繰り返しても意味がないんじゃないかという世論が強まれば、

どうもこの問題はこれで決着というふうにもなりかねない。 

野党がなお攻勢の手を緩めず、何か材料が見つかるかどうかにもかかってい

ると思う」 

Ｎ）野党は今後、佐川氏の前の理財局長の迫田氏や、安倍昭恵総理夫人らの国

会招致を引き続き要求する構え。 

 

椿原）佐川氏は最初の質問から証言拒否の姿勢で、真相解明には一歩も 

近づかない結果となった。 

しかし、ここがゴールでないことはもとから分かっていたことであり、 

これで幕引きとせず、さらに真相解明に取り組んでほしいと思う。 

 

 


